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論　　文　　の　　要　　旨
　位相空間Xから生成される自由位相群F（X）および自由可換位相群A（X）についてその位相的
構造を単位元の近傍系で表現し。それによってこれら位相群の位相的性質を解明することが本論文
の目的である。F（X）及びA（X）の存在性と唯一性の証明はヨ既に1941年A．A画マルコフによっ
て与えられラ次いで中山ラ角谷らによってそれぞれ改良されている。しかしそれらはいずれも構成
的なものでなく，位相的構造の内容はなお不明であった。その後M宙I由グラエフの擬距離による
位相の導入でヨ具体的空聞Xに対するF（X）及びA（X）の位相構造についての研究は若干進展し
たが里ユ980年代に入ってA．V。アルハンゲルスキーを中心とするモスクワ大学のグループによりラ
その位相を単位元の近傍系で表現する方法が発見されラ以後の急速な発展につながった。本論文で
著者は雪その方法の改善を計り、いくつかの新しい結果を得ラ特にA（X）についてその近傍系の比
較的簡単な表現に到達しヨそれを用いてA（X）とその部分空問A。（X）の新しい性質を導いている。
　論文は4章よりなる。第1章ラ第2章ではラ先ず位相群ヨ自由位相群の基本的性質を論じヨマル
コフラグラエフ，アルハンゲルスキーらの結果の紹介とその証明の補足ヲ及び後の議論のための整
理が行われている。第3章でA（X）の単位元の近傍系W及び各自然数nについてA。。（X）の単位元
の近傍系W、の構成が与えられ事その性質が示される。これを用いて第4章でA。（X）及びF。（X）
について調べられる。まず次の性質をもつ3つの特殊な空問M王ヨM。ヲM。が構成される。（1）各自然
数nに対してA。（M、）はk一空間である。（2）A。（M。）k一空問でない。（3）A。（M。）はk一空問でな
い。これらをテスト空間として用いてヨ次の定理が証明される。（1）距離空間Xについてヨ各自然数
nに対してA。（X）がk一空問であることとA。（X）がk一空問であることは同値である。（2）パラコ
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ンパクト空問Xにっいて雪A。（X）がk一空問であることとX2がk一空間であることは同値である。
更に距離空問XにっいてヨA。（X）がk一空間であるための条件が示され、A。（X）はk一空問であ
るがA。（X）はk一空問ではない事A。（Y）はk一空間であるがA。（Y）はk一空問ではない例が与
えられる。最後にF。（X）及びA。（X）が局所コンパクトならF（X）及びA（X）がk一空問である
こと，従って離散でない距離空間にXについてはラ次が同値であることが示されている。（・）各nに
ついてF、（X）がコンパクトである。（b）各nについてF、（X）が局所コンパクトである。（・）Xがコン
パクトである。
審　　査　　の　　要　　旨
　自由位相群の位相的構造はその代数的構造に比ベヨ極めて複雑である。この論文で著者は位相の
導入に工夫を凝らしラそれによって自由位相群特に自由可換位相群の構造を明らかにした。F（X）
及びA（X）が局所コンパクトになるのは雪Xが離散空問のときのみであることが知られているから、
これらの位相的性質としてk一空問に関して調べるのは当然の方向であり、この論文以前にも多く
の研究が知られている。しかしA、（X）のk一空問性についてのこの論文の主定理は雪明確かつ画期
的で事それ自身興味深いものでありラまた懸案の解決にも応用されることが示されている。これら
の点から、この論文は高く評価することができる。
　よって，著者は博士（数学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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